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ハ イデルベル ク大学 の 日本学科が西 ドイツの現状 を代表 す る とは思 わ
ないのですが、一応僕 の研究室 を中心 に報告 させ ていただ きます。西 ド
イ ツには目下15の 大 学 に 日本学科 があ ります が、 ほ とん ど一 人か二人
の教授 しかいない小 さな研究室です。西 ドイ ツは地方分権 が強 く、大学
はすべて国立ですが、大学運営 は それぞれの州 の文部省の管轄 下 にあ り
ます。最近 は 日本 に対す る興 味が強 ま り、 それぞれの州 の文部省 が競争
して 日本学科 を設置 し、又従来 の 日本学研究室 を拡大す る傾向 にあ りま
す。 その新 しくつ くられた研究室の中に僕 の勤 めてい る研究室 も入って
いて、二年半前 につ くられ た ものです。 その後 は トリーア大学、デ ュッ
セル ドル フ大学 に もつ くられ、南 ドイツのエア ランゲ ン大学 に もつ くら
れ る とい う話があ ります。又小 さな研究室だったマルブルク大学の場合
は、大幅 に拡大 し、一つ の 日本研究セ ンター をつ くろ うとしてい ます。
そ して ドイツ語圏で 一番古 い 日本学研究室で あ るハ ンブル ク大学 の それ
も、社会 の要求 に応 じて拡大 の方向 にあ る とい うことです。
現在 日本学 をや ってい る学生 は全国で約3000人 と計算 され て います
が、実 は言葉だ けを勉強す る学生 と、 日本学 を主科 目又 は副科 目 として
勉強す る学生 を全部合 わせ て3000人 で す。ハ イデルベル ク大学 の 日本
学科 は新 しいので、 まだ学生 数 も少 な いです(1988年 現在100人 ぐら
いの学生で す)。 そ して こうい う小 さい所 は、主任教授 の個 人的 な方 向
づ けによっ てか な り左右 され るか ら、やむをえず 自分 の こ とも話す必要
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があ るか も知 れ ませんが、 どうかお許 しくだ さい。 それで も何 か西 ドイ
ツの状況 を知 る参考 にな るか と思ってお ります。
西 ドイツの 日本学 はご存 じか と思 いますが、文献学 的な傾向が強 く、
僕個 人 はむか し一時 それに非常 に反発 した こ ともあ りま した。今 は長 い
間大学で教 えて きて そのよさ もわか り、又年 を とって段 々 と保守的 にな
った こともあっ てか、 それほ ど悪 い とは思 わな くな りま した。
西 ドイツの 日本学 はた しかに現代 日本、特 に社会科学 に対す る開眼が
非 常 に遅 か った のです。早 い ところは15年 位 前か らで、遅 い ところ は
まだ始 まっていないのです。 シンポ ジウムでオー ス トラリアのネ ウス ト
プニー さんがお話 しされた よ うに、15年 位 前 か ら、第ニパ ラダ イムへ
の移行が始 まったのですが、 そこは西 ドイ ツに も妙 に当たってい ると思
い ます。
新 しいパ ラダ イムに移 り始 めた とはいえ、現在 もまだ まだ社会科 学系
は不 当に冷遇 され ている とい えます。僕 自身は文学研究 の方ですが、 そ
れで もこれはよ くない と思 い ます。 もっ とも、研究者や学生達が手 を こ
まねいて いたので はな く、1960年 代 後半学生 運動が はげ しかった時、
既成 の 日本学が社会科学系 の研究 を殆 ど無視 していた こ とに対 して、若
手の研究者や学生達の不満が爆 発 し、 その後 もそれな りの努 力を重 ねて
きたわけです。 そして その結果 もあって、例 えばボ ン大学 とベル リン大
学、 それに外国ですが同 じ ドイツ語圏の ウィーン大学で社会科学系 の研
究が強 くなっ ています。 もっ ともウィー ン大学の場合 はこの ような傾向
は昔 か らあったのですが。
又一方、 日本学の遅々た る発展 にあ き足 らず、社会科学系 の諸科 目の
中で、場合 によっては 日本語 ぬ きで 日本研究 をす る人が出て きました。
そ して去年 は そうい う人々 と日本学の中で 日本社会 ・政 治 ・経済 をあつ
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か ってい る人 々が一緒 になって、 「社会科学系 日本研究者 の集 い」 とい
う組織 をつ くり、今年の秋 あた りは じめての シンポジウム をや る という
こ とで す。
文学 ・歴史 の分野 は どう して も言葉 に頼 る ものですか ら、 自然 それほ
どオープンになれないので す。僕た ちの世代 が期待 していた、比較文学
研 究や一・般文学研究 との積極的 な交流 は思 うようになって いませ ん。 こ
れは 日本学側の努力が足 りない とい うこ ともあ りますが、西 ドイツの大
学で は比較 文学研究 な どが普通 それ ぞれ英文学、仏文学 な どの中で なさ
れてい る とい うこ とも原 因になってお ります。
さて自分の こ とを言 うのは恐縮で すが、 あ る程 度西 ドイ ツの 日本学の
歴 史 と関連 が あ ります ので、簡 単 に述 べ させ て い ただ き ます。僕 は
1962年 か らボ ン大 学で 日本学 を勉 強 したので すが、 その 当時 ボ ン大学
は西 ドイツで、現代 日本語 を積極的 に教 える数少 ない大学の一 つで した。
僕 は入 る時 にその こ とは知 らなかったのですが、運良 くそこに入れて、
その御 陰で今 ここに座っ ています。研究室の教 育内容 はむ しろ古典文学
中心の伝統 的な 日本学で したが、幸 いに早 くか ら、 いろいろな専門 の 日
本の学者 と友人 になるこ とが出来 て、 そ ういう人 たちか ら多大 な影響 を
うけたので す。 その時、丸山真男の著作 にめぐ り会 った とい うこ とも僕
の その後 の方向決定 に大 きな力 にな りま した。
しか し僕 の 中心的 な興味 はや は り文 学だ ったので、1966年 に早稲 田
大学 に留学 した ときには、江戸文学 を勉 強 したのです。 当時の ドイツで
は、近代 日本関係 の研究 テーマ はほ とん ど考 えられ ないよ うな時代 で し
たか ら、 自然 に近世文学 になったわ けで す。 そして1968年 に帰 った後 、
一応 日本で勉強 した こ とを まとめて 「山東京伝の洒落本」 とい う博士論
文 を完成 しま した。 それはあき らか にまだネ ウス トプニー さんの い う第
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一パ ラダ イムに属す る仕事で した。
第二のパ ラダ イムの特色 は近代化 に対 す る関心が強 い というこ とです
が、僕の場合 は文学研究 に とどま りなが ら、 やは り日本 に於 ける 「文学
の近代化」 に関心が うつ り、幕末 ・明治初期 の文学史の勉強をは じめた
わけです。 ところで この文学史的 に非常 に重要で お もしろい時期 は作家
論、作品論 に偏 ってい る日本の近代文学研 究で はかな りか る く見 られ る
か無視 されて きてお り、 そこは その時代 の問題 を深 く掘 り下げてい る日
本の歴 史研究 と鮮や かな対 照をな しています。僕 は 「文学の近代化」 を
考 え出 してか ら明治初期の戯作 とか政治小説な どに取 り組みは じめたわ
けですが、遠 い見通 しとしてあの時代 の 「文学」概念の変遷、諸 ジャン
ルの比重の変化 な どを、 その構造的相互 関連 において理解 したい と思 っ
てお ります。
それで、 まだ一部だ け しか ま とまらないので すが、近代 文学成立期 の
諸段階 を体現 し封建時代 か ら近代へ と移行 した時代 の一応の終結 を画す
る北村 透谷 の文学への道(自 由民権運動か ら恋愛体験 とキ リス ト教入信
へ、 また そこか ら文学へ という過程)の 、社会史的精神史的分析 を試 み
た もの を1983年 に発表 したわ けです。
ハ イデルベル ク大学の 日本研究室 は1985年10月 に設立 された まった
く新 しい研究室で、ゼ ロか らの出発で した。本 は一冊 もな く、本棚 もな
く、椅子 さえもなか ったのです。 しか し学生は押 し掛 けて きま した。 も
っ ともハイデルベル ク大学 には それ以前 に も中国学科 の中に小 さな 日本
語 コー スがあったのですが、週二時間程 度の もので した。又戦 争中 には
日本語の通訳の養 成が こころみ られた よ うで、当時講師 をつ とめたの は
言語学者の岩倉具実で した。今度 は正式 な日本学科 が出来たので すが、
ゼ ロか らの出発で、初代教授 の僕 に とっては荷 のか ち過 ぎ る大 変 な仕事
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で したが、反面、研究室を 自分が良 い と思 う方向に引 っ張って いける と
いう利点 もあ りま した。
それで 自分 の いままで の経験、特 に従来 の 日本学への不満 をプ ラスに
生 か していこ うと思 ったわけです。 その際僕 が何 よ りも大事だ と思 った
のは、学問 とい うものをすべ:て出来上 がった既成の もの として与 えるの
で はな く、一人 ひ とりの人間が具体的 な歴史的 ・政 治的な状況 の中で、
その状況 に対 して責任 も持 ちなが ら自分 の学 問を新 しく探 って築 き上 げ
る とい う方向 に持 ってい くことです。学生 はすで に ドイツの中で 日本人
とか 日本文化 にぶ つか り、 また 日本 に留学 して そこで 日本 のさ まざ まな
ものに触れ るわけで すが、 その際、先入観 のない好奇心 を持 って、人 と
会 い、広 くモ ノを体験 して、 そのあ とそれを、た しか な学 問的方法 によ
って頭の中で整理 してい くとい う過程 を とらせた い と思 うわけです。
文学研究 とい うものは もとよ り現実 の僅 か一部 を把握 して整理す るだ
けで、 しか も従来 の文学研究で は十分 目の届 かなかった分野(例 えば 口
承文芸 とか大衆文化 とか)も いろいろあ り、 もし最初 か ら出来あがった
専攻科 目の方法で取 り組 もうとすれば、学術的 に一見立派 に見 える成果
はあが るか も知 れ ませんが、重要 な ものが失 われてい くとい う心配があ
ります。で すか ら僕 は今で は方法論 を重視 した昔 とちがって、広 い好奇
心 を もって具体的 な現実 に接 す るような姿勢(主 体性 を もって対象 にせ
まる姿勢)を 何 よ り大事 と思 うようにな りました。
森鴎外が明治35年 に 「洋学盛衰 を論ず」 とい う面 白い講演 を軍人 の
前でやったので すが、 その 中で当時の 日本で はヨー ロッパ に学ぶ こ とは
もうない、学ぶ として もせ いぜ い専門的 な ものだ という主張が盛 ん に言
われ ていたの に対 して、鴎外 は、箪笥 を背負 って行 って その引 き出 しに
その地 の学 問 を詰め込 んで帰 る と言 うのは駄 目だ、 その地で 自分で箪笥
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をつ くるべ きなのだ、 というこ とを述べ ま した。 つ ま り専門的知識 を既
成の理解力で集 め るので な く、理解力 その もの を具体的 な現 実 との接触
を通 してつ くりあげてい く・ミきだ といって いるわ けです。僕 には この鴎
外の ような姿勢 は異文化 に接触す る際非常 に大切だ と思 うのです。
そ うい うよ うな立場か らハ イデルベルク大学 の 日本学科のカ リキュラ
ムは余 り細か い規定 はさけて、 出来 るだ け学生の主体性 を生かす ように
組 まれてい ます。先ず最初 の二年間 は割合厳 しい日本語教 育があ り、 そ
れ と並行 して基 礎ゼ ミがあって、学生 は語学力の基礎 と日本 に関す る基
礎的 な知識 を身 につ けるこ とになっています。西 ドイツの大 学の文学部
系の学生 は誰で も主科 目を一 つ、副科 目を最低一 つ と複数の科 目を専攻
せねばな らず、副科 目 といえど も高度の成果 をあげ るこ とが要求 され ま
すので、学生 の負担 はか な り大 きい といえます。
その二年間 の基礎教育のあ とで、 いわゆ る中間試験 があ り、 それ を通
ったあ とで は じめて 「本科 」 に入 り、専門的 な勉 強 を しなが ら自分 の こ
れか らの方向をさ ぐるわけです。又、 日本留学のチ ャンス も出て来 ます
ので、殆 どの学生が奨学金 な り自費 な りで 日本 にい くの もこの時期 です。
中間試験 の後、三年 目ぐらいで修士論文 を書 き、修士 号を取得 します。
ハ イデルベル ク大学 の 日本学研 究室 は まだ新 しいので 、修士号 を とった
学生 は一人 もい ませ んが、あ と二年 ぐらいで最初 の人が出 るで しょう。
日本学 な どで は修士与 を取得 す るこ とが即 ち卒業 となるのですが、卒
業 した大部分 の人はなにかの職 につ くこ とにな ります。 そしてわずか一
部の人が ドクターをね らってさ らに勉強 を続 けるのです。
さて、研究室 のスタ ッフの こ とで すが、現在、僕以外 に四人 お ります。
その うちの二人 は 日本語教育 に携 わってい る日本人講師で 、他の二人 は
助手です。 そ して助手の うち 一人 は図書室 の仕事 を専門的 にやってお り
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ます。今 は学生の数 に比 してスタ ッフの数が少 なすぎ るのですが、建設
途上 の研究室ですので、近 い うちに もっ とスタ ッフの数 は増 えるはずで
す。
それで は研究室 として どうい う研 究計画が あ るか とい うこ とで すが、
まだ発足 したばか りです か ら、具体 的な もの はなに もな くすべ て これか
らの こ とです。 もっ とも、すす めた い計画 はい くつか考 えて いて、 その
うちで準備段 階 に入 っているの は 『日本人の 自伝 』 とい うものです。 そ
の際 「自伝」 をあ らゆ るSelbstzeugnisse、 つ ま り 「自己記録」 の中で
考 えたいので、先ず ひろ く自伝、手記、書簡集 、 日記等 を、筆者が有 名、
で あ るか無名で あ るか を問 わず、集 めて い く方針 で す。 「自伝」 は普通
自我の確立 とつ なが るもの なので ヨー ロッパ 固有 の、 しか も近代 の もの
と思 われが ちですが、 日本 には近代だ けで な く明治以前 に も特殊 な 「自
己記録」 の歴史があ ります。 た とえば平安時代 の 『蜻蛉 日記 』や 『更級
日記』 は りっぱな自伝で あ り、 そうい う伝統が、一時 は消 えた とはい え、
江戸時代 にはまた新 しく出て きます。 そ して明治 中期 ごろヨー ロッパ の
影響 を受 けてまた別 な 自伝の歴史が始 まるのです。 日本 には この ように
非連続的 な自伝 の歴史が あ ると思 うのですが、 日本の研究者 のほ うは、
自伝 を個 別的 にあつ かった研究 は勿論 あ りますが、 その全体 を比較 文学
的 な視野か ら見 た ものは、管見 に入った限 りで はないよ うです。
ですか らその辺の ところで、僕 た ちが ヨー ロッパ の文献 を十分 に利 用
で きる立場 にあ る とい う利 点 を生 か して、 日本の 自伝 の歴史 を比較 文学
的 な見地 か ら総合的、体 系的 にみ る とい うこ とで少 しだ け特殊 な貢献 が
で きるので はないか と思 うわ けです。 もちろん 日本 の研究者 も日本の 自
伝 をよ くヨー ロッパ の それ と比較す るのですが、 それ らは非歴 史的 にま
た散 発的 にな され るこ とが多 く、 しか も例外 な く18世 紀 以降の 自伝 が
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比較の対象 とされ るので、 日本のケー スを理解 し、分析 す るたす けには
な らない と思 います。
ところで ヨー ロッパ の 自伝 の研究 には ドイ ツ語で書かれた全 八巻の膨
大 なす ぐれた研 究 書 が あ ります。GMischの 『自伝 の歴 史』(1go7-
1969)と い うもので、古代 のギ リシャか ら18世 紀 の ころまで の ヨー ロ
ッパ の 自伝 を研究 した もので すが、 とくに古代 か らルネ ッサ ンスまで の
自伝 の研究 は詳細 を きわめてお ります。僕 はこの本 に非常 な刺激 を受 け
たので すが、 この本 を出発点 に して 日本 の 自伝 を見 てい きた い と思 って
い るわけで す。 そ して こうい う研究計画 を通 して、文学研究 とか歴 史研
究 とかの個別 的 な科 目の束縛 を克服 して 日本学 としての可能i生を発揮で
きるのでは ないか と思 うのです。 もっ とも具体的 な成果が あが るの は ま
だ何年先か わか りません。
その他 は、図書 室 に二つ の小 さな特別 文庫 をつ くるこ とを始 め ま した。
一 つは ドイツ文学の 日本語訳 を計画的 に集 めるこ とです。 明治 文学 や大
正文学 は、翻訳文学 を抜 きに しては考 え られません。 そうい う意味で す
ぐれた翻訳文学 も日本文学 の一部 とい えるのです。僕 は以前か らドイ ツ
国内の どこかで計画的 に集 めるべ:きだ と考 えていま したので、ハ イデル
ベル クで始 めたわ けです。 もう一 つは広 島 と長崎の原爆関係の資料 を集
め るこ とで す。僕 は二度 ほ ど原爆文学 の ドイツ語訳 の本 を出 した ことが
あ るのですが、 それが縁 になって広 島の多 くの人々か ら研究室 に原爆 文
学 や その他 原爆 関係 の資料の寄贈 を受 けるようになったので す。 これ ら
二つ の特別 文庫 も学生 の勉強の刺激 になる と思 います し、 また その うち
か ら小 さな共同研 究 もで きるので はないか と思 うのです。
日本か ら遠 くはなれた ドイツの 日本研究 はただ単 に日本の国文学研 究、
日本史研究 な どの既 成科 目の ドイツ語版であってはな らない と思 います。
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何 よ りも重要 なの は ドイ ツか ら出発 して 日本 との距離 を認識 しなが ら、
それを こえて日本 を理解 し、 そ して理解 した こ とを又 もとの ドイツに も
ちか える とい うこ とです。 それで、一、 日本 との言語的、文化的距離 を
認識 す ること、二、 自分 がおかれている社会 的、文化的状況 を認識 す る
こ と、 この二つの条件 が 「日本学」の基礎条件だ と思 います。従来 のア
カデ ミズムは、 この二つ の条件 を十分 に考 えず に まっす ぐ専 門的 な研究
に飛 び込んだわ けで すが、 その結果一般社会 と遊離 して しまい、例 えば
一般 に も益 す る ところのあ る日本語か らドイ ツ語への翻訳 な どが十分顧
み られなかった とい うこ とにな りま した。
少 し古 い資料で すが、手元 にあ る1973年 のユネ スコの統 計 をみ ます
と、一年間の翻訳 の出版 点数(単 行 本)は 、西 ドイツが6500点 に対 し
てスペ インは4500点 、 ソ連 は4400点 、 日本 は2300点 で第 四位 とい う
順序 になってい ますが、小 さな東 ドイツで も第九位 ですか ら、 この時点
で ドイツ語 はあ きらかに翻訳語 として世界一 といえます。 ところが 日本
語か らの翻訳 に限っ ていえば、 ドイツ語 はお そらく英語、 フランス語、
ロシア語、 中国語等 な どのずっ とあ とに位 置 している と思 います。 それ
は西 ドイ ツの 日本研究者の アカデ ミズム、つ ま り一般社会 に対 す る責任
の軽視 の結果だ と僕 はみ ています(最 近た しか にこの傾向が修 正 され る
兆 しがみ えて きま した)。
現在西 ドイツの 日本学の置かれている状況 には、一方 にアカデ ミズム
があ り、又一方 にはせっか ちな経済順応主義 があ ります。昔 はあ ま り日
のあた らない小 さな科 目であった 日本学が最近 は学生数が急 に三倍 か四
倍 に増 え、又社会(と いって も主 に政治 家や経済 界 の人)か らの好 意
(それ も過大 な期待 の こめ られた)を 受 けるようにな りま した。 それに
応 える必要 もあ りますが、 それに順応 して しまうのは大変危険だ と思 い
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ます。大学 の科 目 としてはや は りもう少 し長 い 目で教 育 して、 いろいろ
な職場 で両方の文化 の間の 「通訳 」 にな るような人間 を育てたい と思 い
ます。 その際は、実際的 な要求か ら少 しはなれた文学研 究 も確 かに一つ
の意味があって、あ るいは却っ て長期 的 に社会 の要求 に応 えられ るので
はないか と、思 って います。(1988年3月)
付記
1988年3月 に小 さな会 合で お しゃべ りした もの が いま活字 にされ る
とい うことなので、表現 な ど大幅 に変 えさせて いただ いた。 この二年半
のあいだ に西 ドイツの 日本学 は ます ます拡大 され、又 いろいろな動 き も
あったので、実 は まった く新 しく書 く・ミきだ と思 われ るが、一応 内容 は
当時 の ままにさせ ていただいた。
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